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“サッカーママ”の視点から

―― サッカーに携わるきっかけは？
　私は音楽大学でフルートを専攻して
いました。サッカーどころかスポーツと
はまったく畑違いの人間なのですが、夫
がサッカーの指導者で、息子も長年サッ
カーをしていることもあり、この競技が
好きなことにかけては折り紙付きです

（笑）。仕事としては、地元の情報誌の会
社で営業をしてきました。
　自分が携わる媒体に、サッカーをはじ
めスポーツ関連の記事をもっと載せた
いと思い、広告営業でいろんな企業を
訪問しながら先々でそういう話をして
いたところ、「そんなにサッカーが好き
なら」と紹介されたのが滋賀ユナイテッ
ドの社長でした。同社長から、一緒に
スポンサー営業をしてほしいと言われ
たのが、スポーツ事業に関わるように
なったきっかけです。

―― 起業の経緯をお教えください。
　当時、滋賀ユナイテッドは設立された
ばかりで、夫や息子をサポートしてきた
経験が少しは役立てられるのでは、と
思い引き受けました。ところが蓋を開
けてみれば、営業どころか広報、試合運
営と、何から何まで自分でやる羽目にな
り、気づけば24時間体制でチーム運営
に携わっていました。
　私自身が夫や息子を食事やメンタル
面から支える“サッカーママ”だったこと
もあり、選手の想いを第一にして続けて
きましたが、滋賀ユナイテッドが野球部
門に重点を移してスタッフも野球関係
者が大半を占めるようになり、目標が違
うサッカー部門の運営に限界を感じて
いました。そんなとき、サッカーチーム
が関西リーグ入れ替え戦で負けたこと
で解散話が浮上。私自身、選手たちに
何をしてあげてきたのかと激しく自問
しました。そして、このままでは後悔す
る、と思いサッカー部門の独立を決意
したんです。

世界に誇るサッカーチームを滋賀に

―― 起業にはご苦労もあったのでは？
　私の決断に対して、周囲からは「苦労
するだけ」「あなたが責任をとる必要は
ない」と反対も多かったのですが、応援
してくださる方々もいて、とくに営業を
していた頃のお客様がスポンサーを
買って出てくださったのは本当に心強
かったです。
　とはいえ起業となると、これまでやっ
てきたチーム運営とはまた別の話。お付
き合いのあった銀行の方に相談したとこ
ろ、紹介されたのが産業支援プラザさん
でした。2019年に創業オフィスチャレ
ンジコース※に入居し、6月に運営法人
を立ち上げました。IM（インキュベーショ
ン・マネージャー）の中村さんが親身に
なってアドバイスをくださり、やっと事業
の道筋が見えてきたところです。

―― どんな課題がありますか？
　学校を出て就職するのが一番無難な
道ですが、それでも夢を追ってサッカー
を続けたいと思っているひたむきな子た
ちを応援したいというのがサッカーママ
としての私の思いです。ところがそう
いった子たちが就職する会社は、将来を
考えて、人材としてきちんと教育してくれ
るところが少ないんです。選手たちも、

「空いた時間に働けたらいいや」といった
意識になりがちです。でも、20代の一
番大事な時期にそれでいいのか、5年
経ったら何も残っていなかった…なんて
ことを許してはいけないと思うのです。
　サッカーをやめたあとも、社会人とし
てしっかり身を立てていけるようにして
あげないといけない。そういう考えの
もと、仕事の斡旋も責任をもって吟味し
ています。幸い滋賀には、会社の規模
は大きくなくても、理解のある立派な社

長さんがたくさんいらっしゃいます。若
い子たちにはこちらの思いが通じない
こともありますが、本人と真剣に向き合
い、伝え続けることが必要だと考えてい
ます。それも私の役目です。

―― 今後の展望をおきかせください。
　いまの子たちは、日本から出ることを
はじめから視野に入れています。現に
息子もサッカー選手としての活躍の場
を求めて海外に出ました。今後は育て
る側にもグローバルな視点が必要です
が、残念ながら滋賀には世界を目指す
子たちの受け皿がなく、また戻ってくる
ところもありません。そういう場をつく
りたいと思い、スペインでライセンスを
取得、指導経験をもつ指導者を迎えて
11月からスクール事業を立ち上げまし
た。子どもたちはもちろん、ともに乗り
越えていくお母さんたちにも絆を育ん
でもらい、いろんな出会いや経験を通
じて、感動を分かち合える場にしたいと
思っています。

　この秋、チームは滋賀県社会人リーグ
1部優勝を果たすことができました。今
後は、まず関西リーグに昇格し、滋賀初
のJリーグチームになることが目標で
す。しかし、もっと大きな夢は100年
後、世界に誇るチームがこの滋賀に誕
生すること。乗り越えるべき課題が山
ほどあり、辛い日もありますが、「今をブ
レずに大きな目標に向かってまっすぐ
進めば迷う必要などない」と先日、海外
にいる息子に電話で励まされました。
彼もサッカーを通じて多くのことを学ん
でいるのだ、と思うと私のすべきことも
見えてきます。サッカーというスポー
ツを通じて家族や選手たちからもらっ
た喜びや学びに感謝し、それに報いて
いければと思っています。

問い合わせ先 （公財）滋賀県産業支援プラザ 

経営支援部・創業支援課  担当/中村            　　　　　  077-511-1412　　   077-511-1418　   　in@shigaplaza.or.jp
 

※創業プラザ滋賀
コラボしが21インキュベーション事業の一環で、起業家と共に考え、行動する支援施設です。単なる賃貸施設とは異なり、起業家の成長段階に応じた支援を受けることができ、創業・起業家のための学びの場を提供す
るほか、常駐するIM（インキュベーション・マネージャー）によるサポートを受けることができます。これから創業する方、創業後間のない方、第二創業で新事業に挑戦する方をサポートします。

※創業オフィス　チャレンジコース　県内で創業を目指す人、IMの支援を必要とする人、オフィスを必要とする人に対して、事業計画の作成支援、資金計画、販路開拓などを支援します。利用期間を1年とし、延長制度もあります。
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スペインでの指導経験をもつ川林新監督。
スクールコーチも兼任する。

新調したユニフォームに身を包み、意気が上る選手たち。

SHIGA  CITY株式会社
■代表者／代表取締役　福重伯枝
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■創業／ 2019年
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サッカースクール運営
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■URL ／ https://shigacity-fc.jp

滋賀のサッカーの100年後を
見据えJリーグチームを目指して
滋賀のサッカーの100年後を
見据えJリーグチームを目指して

代表取締役

福重 伯枝さん

ふ く し げ  の り え

大津市をホームタウンに、滋賀県初の Jリー
グ加盟を目指す社会人サッカーのクラブ
チーム SHIGA CITY FC。2019 年春、株式
会社滋賀ユナイテッドのサッカー部門が独
立して新チームが設立され、運営会社とし
てSHIGA CITY株式会社が創業した。現在、
滋賀県社会人リーグ１部に所属し、関西リー
グ昇格を目標に大学生から社会人まで約
15 人が選手として活動している。さまざま
な課題を抱えながらの独立だったが、独立
後も今シーズン、優勝を果たした。さらな
る前進に向け、より安定した運営基盤を築
くため、日々奮闘を続けている。

SHIGA CITY 株式会社

チームエンブレムは、滋 賀 県を
サッカーの力で丸くひとつに、と
いう願いを込め、そのなかの三角
形は琵琶湖を模っているほか、近
江商人の心得である「三方よし」
をイメージしている。サッカー
ボールの模様を琵琶湖の波に見
立て、そこに朝日が昇り、県の鳥
である「カイツブリ」をモチーフに
して、琵琶湖の豊かな水に因んだ
さわやかな水色でまとめられて
いる。

SHIGA CITY FCの選手たちと福重さん（右端）。


